
 

1 

 

太平洋戦争下における帝国日本の文化財保護の特質 

―大阪府、奈良県、京都府の事例を中心に― 

文学部文化史学科 

矢田主 蒼空 

はじめに 

 今日の日本では、歴史や民俗を後世に伝えるため、多様な種類の文化財が「文化財保護法」

のもと保護されている。それでは、今から八〇年ほど前、軍国主義を掲げて太平洋戦争へと突

き進んだ当時の日本ではどうであったか。国民の余剰的な活動が「不要不急」と排撃され、生

活の全てを戦争へとつぎ込まされた時代において、文化財は十分に保護されていたのだろうか。

明治時代から現代における文化財保護史のなかで、第二次世界大戦期の文化財保護については

相対的に先行研究が少ない。人間を人間たらしめる大いなる要因であると考える「文化・精神」

の側面が挙国的に不要と見なされた時代において、文化財保護の施策がどのように行われてき

たのか。その実像を改めて克明に解き明かすことは、文化財保護史を考えるうえで計り知れな

い意義があると考える。本稿では、国内でも数多くの文化財を有する大阪府、奈良県、京都府

におけるいくつかの事例を踏まえたうえで、太平洋戦争とそこに向かう時期における文化財保

護の特質の一端を素描することを目指す。 

  

第一章 太平洋戦争時の文化財保護 

太平洋戦争時の文化財保護政策に関して、文化財保護委員会が一九六〇年（昭和三十五）に

編集した『文化財保護の歩み』に簡潔にまとめられている。これによると、「大東亜戦争」が

開戦した一九四一年（昭和十六）以降、文化財行政も他の文化政策と同様に不要不急の事業と

見なされ行政の簡素化が遂行された。例えば、一九四三年（昭和十八）以降、重要美術品の認

定及び名勝、天然紀念物の指定を当分の間停止することが定められた1。これ以降、国宝及び史

跡の指定、ならびに既存の文化財の修理や管理といった保存事務に焦点を絞った文化財保護行

政が終戦まで継続された。後者に関して、戦局の悪化に伴い国宝、重要美術品ならびに史跡、

名勝などの防空対策が一九四三年（昭和十八）より本格的に施された。国宝に指定されていた

姫路城（兵庫県姫路市）の天守や櫓に黒色の網をかけ、目を引く白壁が空襲の目標になること

を避けた話は有名である。これは不動産たる建造物の例であるが、仏像など動産たる美術品に

関しては、一都二府五県に設けられた収蔵庫への疎開措置が取られた。その対象となった美術

品は約六五〇点にのぼる2。通覧したように、太平洋戦争時における文化財保護に関して、やは

り不要不急の文化事業として文化財保護行政の簡素化が実行された。その一方で、激化が見越

される空襲から既存の文化財を保護するための取り組みが実施されたとされる。それでは、近

畿地方におけるその実態はどのようであったか。引き続き実施された国宝や史跡等の指定や既

存文化財の保存措置は、具体的にどのように行われたのであろうか。次章以降では、近畿地方

の中でも数多くの文化財を抱える京都府、大阪府、奈良県を事例を踏まえつつこの時代の保護

 
1 文化財保護委員会、1960、pp.84-85 
2 文化財保護委員会、1960、pp.86-87 
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行政の実態を素描していきたい。 

 

第二章 京都府、大阪府、奈良県の文化財保護事例 

 本章では、「大東亜戦争」時における一九四一年（昭和十六）から一九四五年（昭和二十）

における史跡名勝天然紀念物、重要美術品及び国宝建造物の指定事例を通覧し、その実態を素

描することを目的とする。以下、この時期にどれほどの数の文化財が国の指定を受けたか確認

していく。 

 一九四一年（昭和十六）から一九四五年（昭和二十）にかけて新たに指定された日本列島内

の国指定史跡を〈表１〉に、名勝・天然紀念物を〈表２〉に、国宝建造物〈表３〉に、認定さ

れた重要美術品を〈表４〉にそれぞれまとめた。これらを見ると、やはり一九四五年において

各種の文化財で指定・認定数が大きく減少することが見て取れる。一九四一年から一九四二年

にかけては、どの文化財においても年に複数回の指定・認定が行われ、その数も多い。特に、

一九四一年（昭和十六）の名勝・天然紀念物においては、年中に九回の指定が行われ、三十五

件もの新たな名勝・天然紀念物が誕生している。これは現代と比較してもかなり多い数である。

その後の年も、文化財の種別ごとに増減を繰り返しつつも、各種別で一定程度の指定・認定数

を保ったまま推移している。ところが、一九四五年以降は新規文化財の指定に大きな陰りが見

られる。この年の二月二十二日に三件の史跡、五件の名勝および天然紀念物が新たに指定され

て以降、終戦を経た年末まで文化財の新規指定は見られない。本土空襲の本格化、米軍の沖縄

状況など国土に直接的な被害が出始めたために、文化財行政が停滞したことが想定される。そ

の一方で、一九四三年以降も名勝・天然紀念物の指定及び国宝建造物の認定が引き続き行われ

ていることが分かる。名勝・天然紀念物の指定及び重要美術品の認定を一時停止した措置に反

して、それらの指定が少数ながらも引き続き行われていることが分かる。文化財の新規指定は、

戦局が悪化が顕著に目立った一九四三年に伴い中断されたのではなく、東京大空襲の直前にあ

たる一九四五年二月まで継続されてきたのである。 

 

 

 

 

 

指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数

1月27日 4 3月7日 1 5月1日 6 3月7日 3 2月22日 3

2月21日 1 7月21日 4 9月8日 6 6月26日 5

8月1日 3 10月14日 4 11月7日 1

10月13日 6 11月13日 10

12月13日 2

1941年総計 16 1942年総計 9 1943年総計 12 1944年総計 19 1945年総計 3

1941 1942 1943 1944 1945

〈表１〉1941年から1945年に新規指定された国史跡一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 
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次に、この時期に指定された大阪府、奈良県および京都府の史跡、重要美術品および国宝建

造物にはどのような傾向が見られるかを考えたい。〈表５〉から〈表７〉は、大阪府、奈良県、

京都府に位置する史跡、重要美術品および国宝建造物のうち、一九四一年から一九四五年に指

定、認定された事例を集成したものである。第一に、二府一県に限って言えばこの時期の史跡

の指定件数は四件と非常に少なく、特徴は見出しがたい。国宝建造物も三十六件が指定されて

いるが、傾向を見出すのは困難である。一方で全国に目を向けると、一九四三年の五月一日に、

伊能忠敬墓や高橋至時墓、高島秋帆墓など東京都内に位置する六件の近世の著名人墓がひとく

くりに指定されている。先人の顕彰的な意味合いが想定できよう。第二に、重要美術品に関し

ては、特に一九四三年以降、「紺紙金字後奈良天皇宸翰阿弥陀経」など皇室関連の美術品の指

定が目立つ。詳細な検討はできなかったが、皇国史観的なイデオロギーが指定された文化財の

内訳に反映された結果と見ることもできるかもしれない。以上見てきたように、戦局の悪化に

伴い文化財保護行政は確かに縮小したが、完全な停止には至らなかったこと、また、この時期

の新規認定された重要美術品には、天皇に関するものが多く見られ、皇国史観的イデオロギー

が内在し得る可能性があることが判明した。保護行政に関して、このようなイデオロギーが顕

著に反映されていると考えられる事例があるので、第三章で紹介する。 

 

〈表２〉1941年から1945年に新規指定された国名勝および天然紀念物一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 

認定年月日 件数 認定年月日 件数 認定年月日 件数 認定年月日 件数 認定年月日 件数

2月6日 8 6月26日 56 6月9日 55 9月5日 72

7月3日 105 12月22日 41

11月6日 32 12月23日 1

1941年総計 145 1942年総計 98 1943年総計 55 1944年総計 72 1945年総計 0

1941 1942 1943 1944 1945

〈表３〉1941年から1945年に新規認定された重要美術品一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 

〈表４〉1941年から1945年に新規指定された国宝建造物一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 

指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数

5月8日 7 6月26日 5 6月9日 13 9月5日 21

7月3日 3 12月22日 10

11月6日 7

1941年総計 17 1942年総計 15 1943年総計 13 1944年総計 21 1945年総計 0

1941 1942 1943 1944 1945

指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数 指定年月日 件数

1月27日 6 3月7日 2 2月19日 8 3月7日 5 2月22日 5

2月21日 2 7月21日 6 8月24日 15 6月26日 4

2月28日 2 9月19日 3 8月27日 2 11月7日 6

3月27日 3 10月14日 5 11月13日 4

4月23日 3

8月1日 4

10月3日 5

11月13日 4

12月13日 6

1941年総計 35 1942年総計 16 1943年総計 25 1944年総計 19 1945年総計 5

1941 1942 1943 1944 1945
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番号 史跡名称 史跡の区分 所在地 指定年月日

1 緒方洪庵旧宅および塾 学校、研究施設 大阪府大阪市 1941.12.13

2 青蓮院旧仮御所 都城跡、城跡など 京都府京都市 1942.03.07

3 野中寺旧伽藍跡 社寺跡 大阪府羽曳野市 1944.11.07

4 三井 社寺跡 奈良県斑鳩町 1944.06.26

〈表５〉1941年から1945年に新規指定された大阪府、奈良県、京都府の史跡一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 
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番号 重要美術品名称 区分 所在都道府県 指定年月日 番号 重要美術品名称 区分 所在都道府県 指定年月日

1 笹散双雀鏡、笹散蒔絵鏡匣 重要美術品 大阪府 1941.07.03 76 木造千手観音立像 重要美術品 京都府 1942.12.22

2 紙本着色十王経 重要美術品 大阪府 1941.07.03 77 木造帝釈天（伝普賢菩薩）騎象像 重要美術品 京都府 1942.12.22

3 飛青磁花生 重要美術品 大阪府 1941.07.03 78 木造文殊菩薩騎獅像 重要美術品 京都府 1942.12.22

4 沃懸地獅子文毛抜形太刀 重要美術品 奈良県 1941.11.06 79 紙本金地著色廿四孝図 重要美術品 京都府 1942.12.22

5 源氏物語抄 重要美術品 奈良県 1941.07.03 80 紙本金地著色琴棋及群仙図 重要美術品 京都府 1942.12.22

6 古神宝銅鏡 重要美術品 奈良県 1941.11.06 81 紙本金地著色瀑布図 重要美術品 京都府 1942.12.22

7 藤花松喰鶴鏡 重要美術品 奈良県 1941.11.06 82 紙本金地著色宮嬪図 重要美術品 京都府 1942.12.22

8 刀（金象嵌銘正宗本阿花押） 重要美術品 京都府 1941.07.03 83 紙本金地著色桜花渓流図 重要美術品 京都府 1942.12.22

9 孔雀経巻中下 重要美術品 京都府 1941.07.03 84 紙本金地著色梅竹禽鳥図 重要美術品 京都府 1942.12.22

10 元亨釈書 重要美術品 京都府 1941.07.03 85 紙本著色瀑布垂柳白鷺図 重要美術品 京都府 1942.12.22

11 源氏物語 重要美術品 京都府 1941.07.03 86 紙本著色牡丹麝香猫図 重要美術品 京都府 1942.12.22

12 絹本著色後円融院宸影 重要美術品 京都府 1941.07.03 87 紙本著色松鷹白鷺図 重要美術品 京都府 1942.12.22

13 絹本著色金剛夜叉明王像 重要美術品 京都府 1941.07.03 88 紙本著色松紫陽花図 重要美術品 京都府 1942.12.22

14 絹本著色十王像 重要美術品 京都府 1941.07.03 89 紙本著色枇杷雉子図 重要美術品 京都府 1942.12.22

15 絹本著色大威徳明王像 重要美術品 京都府 1941.07.03 90 紙本著色菊萩図 重要美術品 京都府 1942.12.22

16 絹本著色大日金輪像 重要美術品 京都府 1941.07.03 91 紙本著色群鶴図 重要美術品 京都府 1942.12.22

17 絹本著色弥勒菩薩像 重要美術品 京都府 1941.07.03 92 紙本著色桃花小禽図 重要美術品 京都府 1942.12.22

18 彩牋墨書古今和歌集巻第十三残巻 重要美術品 京都府 1941.07.03 93 紙本著色白梅禽鳥図 重要美術品 京都府 1942.12.22

19 紫紙金字金光明最勝王経巻第二 重要美術品 京都府 1941.07.03 94 紙本著色水辺鴨雁図 重要美術品 京都府 1942.12.22

20 紙本著色三十六歌仙切 重要美術品 京都府 1941.07.03 95 紙本著色桧鴛鴦図 重要美術品 京都府 1942.12.22

21 紙本墨書神護寺文書 重要美術品 京都府 1941.07.03 96 紙本著色桐花小禽図 重要美術品 京都府 1942.12.22

22 十地経 重要美術品 京都府 1941.07.03 97 石造狛犬 重要美術品 京都府 1942.12.22

23 宋刊本圜悟禅師語録 重要美術品 京都府 1941.07.03 98 木造千手観音立像 重要美術品 京都府 1942.12.22

24 宋刊本山家義苑 重要美術品 京都府 1941.07.03 99 寂蓮筆熊野懐紙 重要美術品 京都府 1942.06.26

25 宋刊本四分律比丘尼鈔 重要美術品 京都府 1941.07.03 100 類聚歌合巻第七残巻 重要美術品 京都府 1942.06.26

26 宋刊本四明十義書 重要美術品 京都府 1941.07.03 101 伏見天皇宸翰御歌集 重要美術品 大阪府 1943.06.09

27 宋刊本宗門統要集 重要美術品 京都府 1941.07.03 102 三百六十番歌合 重要美術品 奈良県 1943.06.09

28 宋刊本台宗十類因革論 重要美術品 京都府 1941.07.03 103 兀庵普寧墨蹟 重要美術品 京都府 1943.06.09

29 宋刊本中庸説 重要美術品 京都府 1941.07.03 104 紙本墨書正親町天皇宸翰女房奉書 重要美術品 京都府 1943.06.09

30 宋刊本仏鑑禅師語録 重要美術品 京都府 1941.07.03 105 紙本墨書岡屋関白記 重要美術品 京都府 1943.06.09

31 宋刊本仏祖宗派総図 重要美術品 京都府 1941.07.03 106 紙本墨書宮城図 重要美術品 京都府 1943.06.09

32 宋刊本楞伽経 重要美術品 京都府 1941.07.03 107 紙本墨書後小松天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1943.06.09

33 宋刊本楞伽通義 重要美術品 京都府 1941.07.03 108 紙本墨書後深草天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1943.06.09

34 草書法華玄義 重要美術品 京都府 1941.07.03 109 紙本墨書知足院関白記 重要美術品 京都府 1943.06.09

35 亭子院歌合 重要美術品 京都府 1941.07.03 110 紙本墨書花園天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1943.06.09

36 如意輪儀軌 重要美術品 京都府 1941.07.03 111 紙本墨書伏見天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1943.06.09

37 木造阿弥陀如来坐像 重要美術品 京都府 1941.11.06 112 周礼疏 重要美術品 京都府 1943.06.09

38 木造狛犬 重要美術品 京都府 1941.02.06 113 古今集巻下 重要美術品 京都府 1943.06.09

39 木造千手観音立像 重要美術品 京都府 1941.11.06 114 古文孝経残巻 重要美術品 京都府 1943.06.09

40 木造不動明王坐像 重要美術品 京都府 1941.07.03 115 注千字文 重要美術品 京都府 1943.06.09

41 木造不動明王立像 重要美術品 京都府 1941.11.06 116 毛詩小雅残巻 重要美術品 京都府 1943.06.09

42 木造薬師如来及両脇侍像 重要美術品 京都府 1941.02.06 117 文選集注 重要美術品 京都府 1943.06.09

43 理趣釈 重要美術品 京都府 1941.07.03 118 文選弁命論 重要美術品 京都府 1943.06.09

44 密教図像 重要美術品 京都府 1941.07.03 119 文選巻第一 重要美術品 京都府 1943.06.09

45 紙本淡彩風涛図 重要美術品 京都府 1941.07.03 120 和謌色葉集残巻 重要美術品 京都府 1943.06.09

46 木造亀山天皇御坐像 重要美術品 京都府 1941.02.06 121 金銅受台 重要美術品 奈良県 1944.09.05

47 木造明恵上人坐像 重要美術品 京都府 1941.02.06 122 銅鉢 重要美術品 奈良県 1944.09.05

48 木造慈恵大師坐像 重要美術品 京都府 1941.11.06 123 金銅鉢 重要美術品 奈良県 1944.09.05

49 木造善妙神立像 重要美術品 京都府 1941.11.06 124 海竜王経 重要美術品 京都府 1944.09.05

50 木造白光神立像 重要美術品 京都府 1941.11.06 125 関山慧玄墨蹟 重要美術品 京都府 1944.09.05

51 金葉和歌集 重要美術品 京都府 1941.07.03 126 光格天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

52 線彫四面仏石 重要美術品 京都府 1941.11.06 127 孝明天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

53 紙本著色海北友松夫妻像 重要美術品 京都府 1941.07.03 128 孝明天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

54 紙本著色当麻寺縁起 重要美術品 奈良県 1941.07.03 129 後西天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

55 寛和二年六月九日内裏歌合 重要美術品 大阪府 1942.06.26 130 後奈良天皇宸翰御置文 重要美術品 京都府 1944.09.05

56 楠木氏文書 重要美術品 大阪府 1942.06.26 131 後奈良天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

57 絹本著色鍾馗図 重要美術品 大阪府 1942.06.26 132 後奈良天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

58 伏見天皇宸翰後撰和歌集第廿 重要美術品 大阪府 1942.06.26 133 後奈良天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1944.09.05

59 孝経述義 重要美術品 京都府 1942.06.26 134 紺紙金字後奈良天皇宸翰阿弥陀経 重要美術品 京都府 1944.09.05

60 後宇多天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1942.06.26 135 十地論歓喜地巻三 重要美術品 京都府 1944.09.05

61 虎関師錬墨蹟 重要美術品 京都府 1942.06.26 136 宗峰妙超墨蹟 重要美術品 京都府 1944.09.05

62 古今集注 重要美術品 京都府 1942.06.26 137 宗峰妙超墨蹟 重要美術品 京都府 1944.09.05

63 後醍醐天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1942.06.26 138 大通方広経巻下 重要美術品 京都府 1944.09.05

64 竺仙梵僊墨蹟 重要美術品 京都府 1942.06.26 139 中阿含経 重要美術品 京都府 1944.09.05

65 紙本墨書慈円僧正筆消息 重要美術品 京都府 1942.06.26 140 註楞伽経巻第五 重要美術品 京都府 1944.09.05

66 紙本墨書平記 重要美術品 京都府 1942.06.26 141 超日明三昧経巻上 重要美術品 京都府 1944.09.05

67 紙本墨書明恵上人筆消息 重要美術品 京都府 1942.06.26 142 花園天皇宸翰御置文 重要美術品 京都府 1944.09.05

68 中庸 重要美術品 京都府 1942.06.26 143 花園天皇宸翰御証状 重要美術品 大阪府 1944.09.05

69 万葉集巻十六 重要美術品 京都府 1942.06.26 144 花園天皇宸翰御消息 重要美術品 奈良県 1944.09.05

70 木造阿弥陀如来坐像 重要美術品 京都府 1942.12.22 145 花園天皇宸翰御消息 重要美術品 京都府 1944.09.05

71 木造阿弥陀如来立像 重要美術品 京都府 1942.12.22 146 東山天皇宸翰徽号勅書 重要美術品 京都府 1944.09.05

72 木造阿弥陀如来立像 重要美術品 京都府 1942.12.22 147 法華経玄賛巻第三 重要美術品 京都府 1944.09.05

73 木造金剛力士立像 重要美術品 京都府 1942.12.22 148 法華経玄賛巻第二、第七、第十 重要美術品 京都府 1944.09.05

74 木造四天王立像 重要美術品 京都府 1942.12.22 149 菩薩地持論 重要美術品 京都府 1944.09.05

75 木造釈迦如来立像 重要美術品 京都府 1942.12.23 150 方丈障壁画狩野探幽筆 重要美術品 京都府 1944.09.05

〈表６〉1941年から1945年に新規認定された大阪府、奈良県、京都府の重要美術品一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 
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第三章 「楠公」関連史跡の保護行政の実態 

 皇国史観的イデオロギーの風潮の中で、楠木正成、正行父子は忠臣たる「大楠公、小楠公」

として称えられ、臣民が模範とするべき存在とされてきた。大阪府千早赤阪村には、楠木正成

が鎌倉幕府の大軍と戦った千早城や上赤坂城といった城跡が、「楠公」にゆかりの史跡が数多

く位置する。これらの史跡は、一九三四年（昭和九）に指定されている。ところが、これらの

史跡を巡る保護行政には、皇国史観的なイデオロギーが介在していることが垣間見えるのであ

る。 

第一に、そもそも史跡の歴史的意義が十分に議論されないまま、皇国史観的イデオロギーを背

番号 国宝建造物名称 区分 所在都道府県 指定年月日

1 金剛寺食堂 近世以前/寺院 大阪府 1941.11.06

2 長野神社本殿 近世以前/神社 大阪府 1941.07.03

3 梅田神社本殿 近世以前/神社 京都府 1941.07.03

4 玉林院南明庵及び茶室　附蓑庵墓地 近世以前/住宅 京都府 1941.05.08

5 西翁院茶室 近世以前/住宅 京都府 1941.05.08

6 聚光院茶室 近世以前/住宅 京都府 1941.05.08

7 天満宮本殿 近世以前/神社 京都府 1941.07.03

8 旧春日大社板倉(円窓) 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

9 春日大社本社　一の鳥居 近世以前/神社 奈良県 1942.06.26

10 金峯山寺銅鳥居 近世以前/神社 奈良県 1942.12.22

11 西園院上土門 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

12 西園院客殿 近世以前/住宅 奈良県 1942.12.22

13 福園院本堂 近世以前/寺院 奈良県 1942.06.26

14 寶珠院本堂 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

15 法隆寺大湯屋 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

16 法隆寺大湯屋表門 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

17 法隆寺綱封蔵 近世以前/寺院 奈良県 1942.12.22

18 法隆寺妻室 近世以前/寺院 奈良県 1942.06.26

19 法隆寺東室 近世以前/寺院 奈良県 1942.06.26

20 正蓮寺大日堂 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

21 法隆寺北室院太子殿 近世以前/住宅 奈良県 1943.06.09

22 法隆寺西院大垣 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

23 法隆寺西院西南隅子院築垣 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

24 法隆寺西院東南隅子院築垣 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

25 法隆寺西園院唐門 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

26 法隆寺東院大垣 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

27 法隆寺薬師坊庫裡 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

28 霊山寺鐘楼 近世以前/寺院 奈良県 1943.06.09

29 五輪塔覆堂 近世以前/その他奈良県 1944.09.05

30 慈光院 近世以前/住宅 奈良県 1944.09.05

31 東大寺二月堂 近世以前/寺院 奈良県 1944.09.05

32 小川家住宅 近世以前/民家 京都府 1944.09.05

33 二条城本丸御殿玄関 近世以前/住宅 京都府 1944.09.05

34 二条城本丸御殿御書院 近世以前/寺院 京都府 1944.09.05

35 二条城本丸御殿御常御殿 近世以前/寺院 京都府 1944.09.05

36 二条城本丸御殿台所及び雁之間 近世以前/寺院 京都府 1944.09.05

〈表７〉1941年から1945年に新規認定された大阪府、奈良県、京都府の国宝建造物一覧 

（文化庁「国指定文化財等データベース」をもとに著者作成） 
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景に指定が遂行された史跡が見られる。一九三四年に史跡指定された「赤阪城跡」は、楠木正

成が拠った城郭とされる。しかし、当時の地表面観察においても城郭に特有の遺構は見られず、

指定地には一面の棚田が広がるのみであるうえに、地形上の観点から城郭を築くのに相応しく

ない場所であることも指摘されている。一九九〇年代に行われた発掘調査でも、南北朝期に城

郭が存在していたことを示す遺構や遺物は見られなかった。すなわち、ここに城郭が存在して

いたか否かは今も判然としておらず、史跡指定に踏み切る以前に城郭の存否や存在した場合の

その歴史的意義に関して議論することが必要であることは言うまでもない。それにも関わらず、

「楠公が戦った城跡があった」という伝承を根拠に、赤阪城跡を史跡に値する遺跡と判断し、

国史跡に指定したのである。楠公を仰ぐ皇国史観的なイデオロギーが史跡指定にまで色濃く浸

透していたことが指摘できる3。 

第二に、楠公ゆかりの史跡を活用した観光政策が、国民の精神昂揚と深く結びついていた点

が挙げられる。千早赤阪の城郭をはじめとした楠公関連の史跡は、国民の精神昂揚に大きく結

びついていたことは事実である4。太平洋戦争が勃発する以前の一九三五年（昭和十）に、富田

林から千早赤阪の城郭跡を経て、天野山金剛寺に至るまでの楠公に関連する史跡を「楠公史跡

観光ルート」として位置づけ、それらを結ぶ道路の道幅改修や植樹などを実施する事業が提案

された。この事業には六八万一千円の予算が組まれ、同年に府会を通過した5。事業目的として、

やはり楠公関連の史跡を軸として活用し、国民に楠公のような報国の精神を昂揚させる点が指

摘できる。ここにも、皇国史観的イデオロギーが文化財に関する政策に波及していたことが窺

えるのである。なお、整備された道路も、太平洋戦争の最中、食料増産のための妨げとなるこ

とを原因として、史跡間を結ぶ道路の多くが切り取られ、事業は頓挫することとなった6。ここ

でも、文化財に関する政策が戦局の悪化を遠因として縮小を余儀なくされている様子を見て取

れる。 

 

おわりに 

本稿では、太平洋戦争及びそこに向かう時期における文化財保護の特質の一端を、近畿地方

を中心に解明してきた。複数の事例紹介にとどまったが、それらの事例からも、戦局の悪化に

伴い、文化財保護行政の縮小化が顕著に見られてきたことが指摘できた。しかし、縮小したと

はいえ完全に停止したわけではなく、従来の認識とは異なり、名勝・天然紀念物や重要美術品

の指定・認定が一九四三年以降も行われていたことが分かった。また、千早赤阪村の史跡の事

例からは、皇国史観的なイデオロギーが保護行政に深く介在していたことが見て取れた。総じ

て、この時期の文化財保護行政は、太平洋戦争や皇国史観のあおりを大きく受けていたことを

改めて確認する結果となったといえよう。 

 
3立命館大学文学部考古学・文化遺産専攻、2025、p.12 
4 窪田博氏は、一九四一年五月十二日に観心寺や千早城跡、金剛山といった楠公関連史跡を

一日かけて訪問しているが、そのことを「大日本、精励の興揚を囁かるる折、大いに意義あ

る事」と捉えている。（窪田、一九四一、p.143） 
5 千早赤阪村史編さん委員会、1980、p.374 
6 千早赤阪村史編さん委員会、同上、p.375 
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